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令和３年２月
海 田 町



【財政収支見通しの作成】

この度の収支見通しは，令和３年度当初予算額をベースとして，海

田町総合計画前期基本計画の実施計画を踏まえた令和３年度から令和

５年度までの３年間の事業費と，その後の２年間の見込みを反映さ

せ，令和７年度までの収支見通しを試算しています。

庁舎移転事業については，令和２年度から令和６年度までにかけ

て，既存建築物等の解体工事，新庁舎の建設工事及び現庁舎の解体工

事を行う前提で試算しています。現役場庁舎移転に係る補償金につい

ても，試算に含めています。
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【試算の前提条件】
試　　算　　方　　法

・令和３年度当初予算額をベースに試算
・推計期間は，３年度から７年度の５年間
・国県等制度は，現行制度が維持される前提のもとに試算

町 税 ・新型コロナウイルス感染症の影響による減少を加味

地方譲与税等 ・３年度当初予算額で据置き

地 方 交 付 税 ・基準財政需要額，基準財政収入額を試算して推計

国・県支出金
・投資的経費等に係るものは，歳出に応じて個別に積上げ
・その他，経常的なものは据置き

町 債
・投資的経費に係るものは，歳出に応じて個別に積上げ
・臨時財政対策債は，３年度は地方財政計画を反映し，４年度以降
は，２年度決定額で据置き

そ の 他

その他内訳
（分担金及び負担金，使用料及び手数料，財産収入，諸収入，公共
施設等整備基金等繰入金，寄附金，繰越金）
・使用料及び手数料など経常的歳入は３年度当初予算額ベースで据
置き

人 件 費 ・現行制度をもとに，今後の職員採用計画に基づき試算

扶 助 費 ・年齢構成ごとに試算計上

公 債 費
・既借入分の確定償還額に，今後の借入見込みに係る償還額を試算
計上

投 資 的 経 費 ・今後実施予定のハード事業費を個別に積上げ

物 件 費
・今後実施予定のソフト事業に係るものは個別に積上げ
・その他経常的なものは，３年度当初予算額ベースで据置き

補 助 費 等
・臨時的なものは個別に積上げ
・その他経常的なものは，３年度当初予算額ベースで据置き

繰 出 金
・公共下水道事業，国民健康保険，介護保険及び後期高齢者医療の
各特別会計ごとに試算

そ の 他
その他内訳（維持補修費，積立金，貸付金，予備費）
・３年度当初予算額ベースで据置き

推計の精度を高めるため，決算時に発生する歳計剰余金を「決算調
整額」として別枠で計上し，歳入歳出差引額や基金残高に反映

区 分

総 括

歳 入

歳 出

決 算 調 整 額
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（単位：百万円）

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度
R3～R7

計

4,188 4,142 4,152 4,162 4,172 20,816

860 860 860 860 860 4,300

814 1,280 1,257 1,198 1,153 5,702

2,982 3,079 2,867 2,902 2,962 14,792

2,240 2,640 1,308 1,040 1,133 8,361

うち臨財債 670 382 382 382 382 2,198

622 689 986 893 484 3,674

11,706 12,690 11,430 11,055 10,764 57,645

1,858 1,852 1,850 1,840 1,826 9,226

2,824 2,862 2,888 2,914 2,940 14,428

987 1,110 1,105 1,462 1,136 5,800

2,433 3,186 2,008 1,330 1,358 10,315

1,412 1,589 1,405 1,403 1,413 7,222

1,460 1,468 1,476 1,485 1,474 7,363

1,001 984 975 936 921 4,817

194 194 194 194 194 970

12,169 13,245 11,901 11,564 11,262 60,141

△ 463 △ 555 △ 471 △ 509 △ 498 △ 2,496

△ 463 △ 1,018 △ 1,489 △ 1,998 △ 2,496

365 397 357 347 338 1,804

△ 98 △ 158 △ 114 △ 162 △ 160 △ 692

2,168 2,010 1,896 1,734 1,574

0 0 0 0 0

1,047 871 370 336 336

11,543 13,110 13,358 12,985 13,035

（単位：％）

－ － － － －

5.4 6.3 7.7 8.7 9.5

9.4 41.8 67.9 69.8 83.1

⑤決算調整後収支
（③＋④）

財源不足額累計額

物件費

歳
 
 
出

実質赤字比率

実質公債費比率

累積赤字額
（基金取崩後）

公共施設等整備基金
年度末残高

将来負担比率

国・県支出金

繰出金

人件費

公債費

その他

補助費等

区　　分

歳
 
 
入

町税

地方譲与税等

扶助費

財政調整基金
年度末残高

③歳入歳出差引額
（①－②）

海田町財政収支見通し
（令和３年度当初予算額ベース）

①歳入合計

地方交付税

町債

年度末町債残高

その他

投資的経費

④年度間決算調整額

②歳出合計

（早期健全化基準 実質公債費比率：25.0％ 将来負担比率：350.0％）
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◎　財政調整基金の基金残高と積立額・取崩額の推計

◎　町債残高の推計

　町債残高は，平成27年度から平成29年度にかけては，償還の進捗により減少して
きましたが，平成30年度から令和２年度にかけては，庁舎移転事業，公民館整備事
業及び平成30年7月豪雨災害対応等に係る起債により増加し，令和２年度末の町債残
高は約103億円，交付税算入分を除いた実質的な町債残高は，約26億円となる見込み
です。
　令和２年度から令和７年度にかけては，庁舎移転事業等に係る起債により増加
し，令和７年度末の残高見込みは約130億円，交付税算入分を除いた実質的な町債残
高は，約53億円となる見込みです。

　財政調整基金の基金残高は，平成27年度及び平成29年度は区画整理事業や街路整
備事業等，平成30年度から令和２年度にかけては公民館整備事業，平成30年7月豪雨
災害対応等の財源補てんのため取り崩す一方，決算剰余金の積立金により，令和２
年度末残高は，約22.7億円となる見込みです。
　令和３年度から令和７年度にかけては，投資的経費等の財源補てんのため取り崩
し，令和７年度末残高は,約15.7億円となる見込みです。

※令和元年度以前は決算額，令和２年度は２月補正後予算額，令和３年度から令和
７年度までは収支見通しに基づく額です。

※令和元年度以前は決算額，令和２年度は２月補正後予算額，令和３年度から令和
７年度までは収支見通しに基づく額です。
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◎　公共施設等整備基金の基金残高と積立額・取崩額の推計

　公共施設等整備基金の基金残高は，平成28年度に広島県未来の地域づくり応援
交付金を活用して約0.9億円積み立て，平成28年度末残高は約3.5億円となりまし
た。
　令和元年度に庁舎移転事業の事業用地として元広島県合同庁舎用地を購入する
財源の一部として約0.9億円取り崩し，令和元年度末残高は約2.7億円となりまし
た。
　海田町役場庁舎移転補償金（以下，「補償金」という。）を約13.0億円とし
て，7:3の割合で令和２年度に約9.3億円，令和６年度に約3.7億円収入する場合で
試算します。
　令和２年度の補償金約9.3億円を，いったん公共施設等整備基金に積み立て，令
和２年度の庁舎移転事業の事業費に活用するため約0.1億円取り崩すと，令和２年
度末残高は，約11.9億円となる見込みです。
　令和３年度から令和６年度にかけて，庁舎移転事業の財源として約8.5億円取り
崩し，令和７年度末残高は約3.4億円となる見込みです。
　なお，令和６年度の補償金約3.7億円については，既に借り入れた庁舎移転事業
に係る起債の繰上償還の財源として活用することを検討し，後年度の公債費負担
の抑制に務めます。

※令和元年度以前は決算額，令和２年度は２月補正後予算額，令和３年度から令
和７年度までは収支見通しに基づく額です。
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